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-
ら
る
ミ
時
、
鋤
初
の
目
、
木
や
り
の
手
木
七
人
、
狸
々
緋
の
袖
た
し

mm
織
に
、
金
銀
の
庭
園
扇
を
持
ち
、
縮
紙
の
ほ
L
か
む
り
を
し
、
修

羅
・
地
車
を
以
て
娩
き
寄
す
る
大
石
の
上
に
居
て
、
木
や
り
を
す
云

々
。
叉
御
腕
と
て
、
乎
木
の
頭
石
屋
庄
次
郎
等
に
-
明
石
染
の
峰
子

二
つ
宛
下
さ
る
。
た
ど
見
h
、
三
登
記
に
は
、
七
・
八
尺
の
角
石
と
て

も
、
大
坂
手
木
の
は
さ
き
に
懸
け
て
、
菅
の
小
笠
を
あ
っ
か
ふ
ご
と

〈
見
b
に
け
り
。
利
常
卿
御
召
仕
の
石
切
.
勘
七
を
惣
石
垣
の
目
明
に

注
し
て
、
美
浪
屋
庄
次
郎
を
ば
大
坂
手
木
の
日
用
頭
に
定
め
ら
る
0

・
な
ど
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば
乎
木
は
.
今
い
ふ
木
や
り
人
の
名
目
に

τ、

乎
木
を
持
て
指
闘
た
し
け
る
に
よ
り
起
り
た
る
名
義
の
如
〈
聞
ゆ
。

松
雲
公
の
夜
話
録
に
、
惣
て
足
観
共
の
作
法
、
近
年
別
し
て
手
ぬ
る

く
成
り
た
り
。
足
艇
は
都
て
職
場
等
陀
て
‘
鋤
或
は
手
木
を
持
ち
、

普
勝
方
を
第
一
に
相
勘
む
る
也
。
故
に
平
常
そ
の
た
ら
し
を
不
v
致
て

は
用
に
立
ち
難
し
。
依
り
て
近
年
ま
で
は
川
際
の
石
を
持
ち
、
ま
た

は
宮
腰
よ
り
材
木
友
ど
を
持
運
び
、
城
中
の
雲
た
ど
も
除
け
た
り

と
、
度
々
御
意
あ
り
。
と
載
せ
た
り
。
右
綱
紀
卿
の
御
言
に
て
考
ふ

れ
ば
、
手
木
足
軽
の
力
者
を
撰
悲
し
、
力
量
を
皆
と
た
し
て
身
分
の

動
向
と
た
せ
る
も
殿
場
の
手
賞
に
て
、
手
木
の
名
義
も
夫
れ
よ
り
起
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り
た
る
怠
る
ぺ
し
。
然
れ
ば
彼
の
木
や
り
人
の
乎
木
役
の
者
と
は
、

同
じ
名
目
訟
が
ら
呉
怒
り
と
い
ふ
ペ
し
。
手
木
は
軍
役
定
容
な
ど
に

見
b
た
る
三
尺
棒
の
事
也
。
此
の
棒
は
テ
ギ
と
呼
べ
れ
ど
、
持
つ
者

を
ぽ
テ
コ
役
た
ど
い
へ
る
は
古
稀
な
る
べ
し
。
昔
は
木
を
コ
と
呼
ぺ

り
。
木
立
を
コ
グ
チ
と
呼
ぴ
‘
木
枯
を
コ
ガ
ラ
シ
と
い
ふ
。
今
昔
物

穏
に
、
木
寺
の
基
併
と
い
ふ
備
を
ば
、
小
寺
の
小
備
と
た
ん
い
へ
り

と
あ
り
。

。
三
十
人
組
奮
組
地

延
貨
の
金
津
固
に
は
、
此
の
地
建
悉
く
岡
地
た
り
し
を
、
附
紙
を
た

し
て
左
の
如
く
記
載
せ
り
。
さ
れ
ば
延
賓
の
後
組
地
と
成
り
た
る
事

い
ち
じ
る
し
。
三
十
人
組
と
い
ふ
は
、
務
主
の
御
手
廻
り
と
稀
し
、

御
鎗
持
・
御
革
履
取
或
は
御
箱
持
な
ど
呼
べ
り
。
共
初
め
は
人
員
三

十
名
あ
り
し
故
に
、
後
々
ま
で
三
十
人
組
と
稀
せ
り
。
共
の
身
分
は

小
者
に
て
、
脇
差
一
刀
を
帯
せ
り
。
小
頭
は
三
十
人
小
頭
と
稀
し
、

足
組
組
に
℃
雨
刀
を
帯
す
。
按
や
る
に
、
三
十
人
組
の
人
々
、
む
か

し
は
右
手
木
町
の
地
に
組
地
を
賜
は
り
、
震
に
各
居
住
せ
し
か
ど
、

此
の
地
を
ば
手
木
足
極
の
組
地
と
成
る
に
依
っ

τ1
三
十
人
組
の
者

は
笠
舞
非
人
小
屋
の
側
へ
移
時
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。

O
三
十
人
組
小
者
侮
篇

元
総
十
四
年
参
議
中
将
綱
紀
卿
、
務
組
利
家
卿
の
時
よ
り
準
仕
す
る

足
鈍
・
小
者
を
穿
盤
し
給
ひ
し
取
調
書
K
・
岩
崎
彦
助
之
骨
組
父
七

右
衛
門
者
.
越
前
府
中
に
於
而
御
草
履
取
陀
召
抱
え
ら
れ
た
り
。
叉

伊
関
楢
左
衛
門
之
官
祖
父
彦
助
は
、
越
前
府
中
に
於
而
御
鑓
持
に
召

抱
え
ら
る
。
又
森
久
兵
衛
之
骨
粗
父
喜
右
衛
門
は
、
御
長
刀
持
に
召

抱
え
ら
れ
、
御
小
人
小
頭
陀
命
ぜ
ら
れ
た
る
よ
し
記
載
す
。
是
三
十

人
御
手
廻
者
の
起
本
と
云
ふ
ぺ
し
。
故
に
共
の
子
孫
は
、
皆
足
極
組

に
立
身
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
慶
長
十
年
の
利
長
卿
富
山
御
隠
居

士
岐
に
、
御
小
人
三
拾
六
人
笠
人
八
俵
宛
、
御
草
履
取
六
人
堂
入
六

俵
宛
。
と
あ
り
。
叉
藤
問
安
勝
筆
記
民
、
微
妙
公
御
草
履
取
凶
人
有
v

之
と
覚
え
た
り
。
或
時
此
の
者
共
へ
脇
刺
を
と
ら
す
る
や
う
に
と
古

市
左
近
へ
辞
仰
付
一
一
新
身
の
脇
義
た
め
し
候
て
と
ら
せ
篤
v
指
可
v
申、

草
履
取
は
侍
の
来
ぬ
所
へ
も
参
る
者
の
よ
し
御
意
也
。
共
時
排
の
や

う
す
左
近
鋭
ひ
け
る
底
、
此
方
よ
り
と
ら
せ
候
閥
、
金
排
に
仕
る
ぺ

し
o
あ
れ
ら
は
錨
・
切
忍
に
金
を
き
せ
候
が
宜
し
き
よ
し
御
意
被
v
遊

た
り
。
と
見
h
.
又
微
妙
公
夜
話
鍛
に
‘
小
松
に
御
座
被
v
成
け
る
時
、

御
若
年
の
時
分
よ
り
召
仕
は
れ
し
機
内
と
い
ふ
御
草
履
取
、
後
に
は

四
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